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はじめに

2023年11月4日、第18回国際日本学コンソーシ

アム日本文化部会がオンラインにて開催された。

今回は「日本文化の中のバーチャル」というテー

マのもと、学生3名と教員1名による研究報告が行

われた。

1．邱冠禎（お茶の水女子大学　学生）  

「唐帝国への貢ぎ物について―踊り子を中心に

―」

各国から唐へ献上された踊り子の分析を通して、

当時の唐において踊り子が外交・政治上の役割を

果たしたことを検証する報告である。踊り子の献

上のなかでは、中央アジア（とくにソグド国）か

ら唐への「胡旋女」の献上記録が最多であるのに

対して、東アジアからの献上は渤海が「日本国舞

女」を献上した一度にとどまる。公妓となった踊

り子は宮中・役所・軍営に所属し、壽安公主のよ

うな皇帝と踊り子の子どもも存在した。

また胡旋女は、玄宗朝後期の内乱の原因の一つ

として社会問題化した。胡旋女に対する批判は、

当時の詩から読み取れる。

参加者からは、唐との外交における踊り子献上

の意義とはどのようなものであったかという質問

がなされ、報告者は胡旋女が唐の政治に介入した

点を指摘した。今後は、東部ユーラシアにおける

日本文化部会 
 

【概要】

須　田　華　那＊

婚姻と政治・外交関係を視野に研究を進めていく

と結ばれた。

2．潘蕾（北京外国語大学・北京日本学研究セ

ンター　教員）  

「院政期の『乳母の家』の役割に関する考察」

古代末期における乳母（めのと）を実母に対す

る「バーチャル」な存在と捉え、院政期の「乳母

の家」の成立状況を検討した。乳母は母乳の確保

に加え、キサキの次の妊娠時期を早めるために天

皇家に定着した。平安前期までの天皇家の乳母は

五位止まりであったが、摂関期以降は三位を与え

られ、典侍となることが増えた。さらに院政期に

は、乳母とその家族が目覚ましい進出を遂げる。

堀河天皇・鳥羽天皇・崇徳天皇の乳母を選定し

た白河院は、新たな「乳母の家」の確立、すなわ

ち天皇家の後見としての「乳母の家」を創出し、

複数を並立させることを目指していた。

質疑では、乳母の家柄とキサキの家柄の違い、

「乳母の家」から出るキサキの割合など、キサキ

と乳母に関わる点について議論が交わされた。ま

た、摂関期以降に乳母の地位が向上する背景や、

乳母自身にとって乳母となることの意味を問う質

問が寄せられた。

＊お茶の水女子大学・院生




